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非線形光吸収は高強度場現象におけるもっとも基本的な過程の一つである。広いバンドギャッ

プを持つ絶縁体において、線形吸収では見られない異方性が、非線形光吸収で現れることが報告

されている [1]。非線形吸収量の最適化やその背後にあるメカニズムを明らかにすることで、レー

ザー加工過程の最初期過程の理解につながる。気相においては、二色光レーザーの相対位相制御

することでイオン化レートが制御できることが知られている[2]。本研究では、固体において同様

に二色混合の詳細で非線形吸収がどのように変わるのかを第一原理計算により調べた。シミュレ

ーションでは二つのレーザーの強度の和を一定にした二色光レーザーを固体に照射した際のエネ

ルギー吸収量の変化を調べた。 

本研究では SALMON コード[3]を用いて、時間依存 Kohn-Sham 方程式 を数値的に解いて、レ

ーザー電場による非線形光吸収量を評価した。レーザーパルスを照射した後と初期のエネルギー

との差を計算することで吸収エネルギーを計算した。 

                            

Fig. 1. (a) The nonlinear optical absorption as a function of first color intensity. Box and x marker 

represent NOA for 𝜑 = 0 and 𝜋 2⁄  respectively. 

図 1 に電場の強度の和を 5.308× 10)) W/cm2 にした際、光子エネルギー1.60 eV あるいは 3.20 eV

の二色光の内訳を変えたときの非線形吸収量の変化を示した。どちらか単色光を用いるよりも、

二色混合光を用いたほうが、吸収エネルギーが高くなることがわかった。二色の光の相対位相を

𝜋/2ずらした場合でも同様に吸収エネルギーのピークが確認された。 
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